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総論： 循環器×漢方―循環器診療に漢方の出番は
あるのか？

漢方にも得意・不得意の分野がある。それは症候や診療科によっても異
なる傾向があり，婦人科，心療内科，耳鼻咽喉科，脳神経外科，小児科な
どは漢方との親和性が高く，関連学会や研究会も発足している。
一方で，循環器領域は漢方との親和性は高いとは言えず，実際の使用頻

度も少ないと思われる。一般に漢方薬は標準的治療では取り切れない症状
に使用されることが多いが，循環器領域（虚血性心疾患，高血圧，脂質異
常症，心不全など）では西洋医学で改善する場合が比較的多く，さらに漢
方治療も不得意であることが多い。
しかし，そのような循環器領域の中でも“ここは漢方のほうが役立つ”

といった分野もある。その対象としては，更年期，自律神経や精神的な問
題の関与，高齢者などが多いと思われる。患者が困っているときに治療の
選択肢のひとつとして漢方薬を提案できれば，診療の幅が広がり患者の満
足度も上がるのではないだろうか。
なお，今回掲載した漢方薬には利便性のため株式会社ツムラの製品番号

を併記した。
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各論

1.動悸

動悸の漢方薬フローチャート

喉～胸の閉塞症状
精神症状

動悸症状が強い
不安が強い

疲労が強い

それ以外

＋半夏厚朴湯（16）
はん げ  こうぼくとう

＋桂枝加竜骨牡蛎湯（26）
けい  し  か りゅうこつぼ れいとう

＋十全大補湯（48）
じゅうぜんたい ほ とう

＋炙甘草湯（64）
しゃかんぞうとう

女性

加味逍遥散（24）
か  み  しょうようさん

喉～胸の閉塞症状
精神症状

それ以外

＋半夏厚朴湯（16）
はん げ  こうぼくとう

柴胡加竜骨牡蛎湯（12）
〈暑がり　虚弱なし〉

さい  こ  か りゅうこつ ぼ れいとう

柴胡桂枝乾姜湯（11）
〈寒がり　虚弱〉

さい  こ  けいしかんきょうとう

男性

＋炙甘草湯（64）
しゃかんぞうとう

心房細動，心室頻拍，房室結節回帰性頻拍などは西洋治療が優先される
が，期外収縮，心房頻拍，洞性頻脈（不整脈のない動悸も含む）などで患
者が動悸症状に困っている場合は，漢方薬も治療選択肢のひとつになりう
る。漢方薬を使用することで不整脈は減らなくても動悸症状が軽減するこ
とはよく経験する。
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（1）自律神経を調節する漢方薬（気剤）

例： 加
か

味
み

逍
しょう

遥
よう

散
さん

（24）， 柴
さい

胡
こ

加
か

竜
りゅう

骨
こつ

牡
ぼ

蛎
れい

湯
とう

（12）， 桂
けい

枝
し

加
か

竜
りゅう

骨
こつ

牡
ぼ

蛎
れい

湯
とう

（26），柴
さい

胡
こ

桂
けい

枝
し

乾
かん

姜
きょう

湯
とう

（11），半
はん

夏
げ

厚
こう

朴
ぼく

湯
とう

（16），加
か

味
み

帰
き

脾
ひ

湯
とう

（137），

苓
りょう

桂
けい

甘
かん

棗
そう

湯
とう

（苓
りょう

桂
けい

朮
じゅつ

甘
かん

湯
とう

）（39）＋甘
かん

麦
ばく

大
たい

棗
そう

湯
とう

（72）など。

上記の漢方薬には自律神経調節作用，抗不安作用，抗うつ作用，抗スト
レス作用などがあり，動悸の原因としてストレス，不眠，不安，イライラ
などが関与している場合，西洋薬ではベンゾジアゼピンなどが適応となる
ような場合に使用することが多い。これらの漢方薬で動悸だけでなく，不
眠，不安，イライラなども改善する可能性がある。動悸症状や不整脈だけ
を治すというよりも，「心身ともに整えるイメージ」であり，これが漢方
の醍醐味と思われる。動悸だけでなく様々な不調が良くなるため，患者に
も喜ばれやすい。

（2）気力・体力を補う漢方薬（補剤）

例：炙
しゃ

甘
かん

草
ぞう

湯
とう

（64），十
じゅう

全
ぜん

大
たい

補
ほ

湯
とう

（48），人
にん

参
じん

養
よう

栄
えい

湯
とう

（108），加味帰脾湯
（137）など。

東洋医学では，動悸の治療に気力や体力を補う薬剤も鑑別処方として挙
げられている。イメージとしても，動悸は元気な状態よりも疲れや睡眠不
足などがあるときのほうが起きやすい印象である。実臨床では気剤が適応
となる場合が多いが，補剤を併用して（あるいは単独で）改善する場合も
少なくない。

（3）動悸に使用する漢方薬
●加味逍遥散（24）
女性の動悸に第一選択。自律神経調節作用（主に交感神経抑制），抗不

安作用，抗ストレス作用，抗うつ作用，女性ホルモン調節作用などがあり，
自律神経症状，精神症状，血管運動神経症状（ホットフラッシュなど）に
よい。
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全体的なイメージとしては交感神経やイライラなどをゆるめる方向性の
薬剤で，女性の自律神経や女性ホルモンを調節し，動悸以外にイライラ，
肩こり，緊張型頭痛，不眠，めまい，ホットフラッシュ，月経前症候群，
月経痛なども緩和する可能性がある。特に，更年期世代や月経周期に伴う
動悸には最優先で用いられる。

＊効果不十分例

①喉のつまり感，呼吸困難感（息苦しさ）などを伴う場合，不眠などの精
神症状が残存している場合は半夏厚朴湯（16）を併用

②それ以外の場合，動悸症状や不安が強い場合は桂枝加竜骨牡蛎湯（26）
を併用

③疲労が強い場合は上記（2）の補剤を併用
④抑うつや不眠が残る場合は加味逍遥散を加味帰脾湯（137）へ変更

●柴胡加竜骨牡蛎湯（12）
男性の動悸に第一選択。自律神経調節作用，抗不安作用，抗ストレス作

用，抗うつ作用などがある。基本的には暑がりタイプに使用する漢方薬で
あり，寒がりや虚弱タイプには柴胡桂枝乾姜湯（11）を用いる。
柴胡加竜骨牡蛎湯には交感神経緊張の抑制作用 1），アドレナリン作動性
神経系の抑制作用 2）が報告されているが，抑うつなどにも効果を示すため
実臨床の印象としては交感神経抑制だけでなく，自律神経を調節するイメ
ージである。また，含有生薬の竜骨や牡蛎自体に動悸を減らす作用もある。

＊効果不十分例

①喉のつまり感，呼吸困難感（息苦しさ）などを伴う場合，不眠などの精
神症状が残存している場合は半夏厚朴湯（16）を併用

②炙甘草湯（64）を併用
③抑うつや不眠が残る場合は，柴胡加竜骨牡蛎湯を加味帰脾湯（137）へ変更
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